
平成２３年度「県民Ｗｅｂアンケート」

第４回　「ワーク・ライフ・バランスについて」　集計表

　○アンケート実施期間　２０１１／９／１６～２０１１／９／２２　

　○アンケート会員数　259人　回収数　211件　（回収率 81.5％）

設問 選択肢内容
回答
件数

回答者
数

割合

言葉も内容も知っていた 78 37%

言葉は知っていたが、内容までは知
らなかった

46 22%

知らなかった 87 41%

合計 211 100%

働いている 132 63%

働いていない 79 37%

合計 211 100%

十分実現できている 12 6%

実現できている 46 22%

あまり実現できていない 53 25%

全く実現できていない 15 7%

分からない 6 3%

合計 132 －

子育てや介護で忙しいため 11 5%

不景気で仕事そのものがないため 15 7%

病気・ケガ等のため 6 3%

学生であるため 1 1%

働く必要性を感じないため 16 8%

その他 38 18%

合計 87 －

79

４．働いておられない理由を教えて下
さい。
（当てはまるものをいくつでも）

211

211

　○奈良県では、働きやすい職場づくりの推進に取り組んでいます。
　　働きやすい職場づくりといっても多岐にわたりますが、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現は特に重要で
    あるという認識を持っています。
　　ワーク・ライフ・バランスを推進していくためには、より多くの県民の方に関心を持っていただき、社会全体で取り組むという
　　機運を高めていく必要があります。
　　つきましては、ワーク・ライフ・バランスに対する皆様のお考えをお聞きし、より効果的な広報・啓発活動を行っていくために、
　　ご意見をいただきたくお願いします。

132

グラフ

３．あなたは、現在、ワーク・ライ
フ・バランスを実現できていますか。

１．ワーク・ライフ・バランスとは、
老若男女いずれもが、仕事と生活（出
産、育児、介護、地域活動、趣味、自
己啓発等）を自分が希望するようにバ
ランス良く行っている状態のことで
す。あなたは、「ワーク・ライフ・バ
ランス」という言葉や内容をご存じで
したか。

２．あなたは、現在、働いておられま
すか。(自営業も含みます）
→この設問（Ｑ２）で「働いている」
を選択された方はＱ3へ、 「働いてい
ない」を選択された方はＱ4へ
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設問 選択肢内容
回答
件数

回答者
数

割合

年次有給休暇の取得促進 119 56%

長時間残業の削減 108 51%

育児休業・介護休業などの取得促進 112 53%

保育サービスの充実 76 36%

短時間勤務や在宅勤務制度など多様
な働き方の導入

130 62%

職務を見直し、必要であれば人員を
増やすなどの措置

96 45%

特にない 3 1%

その他 12 6%

合計 656 －

心身の健康を保つことができる 146 69%

充実した生活を送ることができる 147 70%

企業等に人材が定着する 78 37%

少子化を止めることができる 83 39%

仕事を見直すことで、生産性が向上
する

86 41%

性別による役割分担意識を見直し、
男女共同参画社会を実現できる

70 33%

特にない 3 1%

その他 6 3%

合計 619 －

ワーク・ライフ・バランスの重要性
について啓発活動を強化する

94 45%

推進のための法制化や社会保障制度
など制度を構築する

135 64%

国や地方公共団体がワーク・ライ
フ・バランスを自ら実践する

91 43%

保育所、学童保育といった子育て支
援を充実する

119 56%

多様な働き方や支援制度に関する情
報の提供を行う

102 48%

取り組み企業の成功事例の発信する 66 31%

特にない 1 1%

合計 608 －

８．ワーク・ライフ・バランスの推進
や働きやすい職場づくり（子育てや介
護に対する職場の配慮など）に向け
て、県に期待することやご意見・ご提
案がありましたら、ご自由に記入をお
願いします。
（任意）

ご意見・ご提案等 69 69 33%

グラフ

７．ワーク・ライフ・バランスを推進
していくために、行政は何をすべきだ
と思いますか。
（当てはまるものをいくつでも）

５．ワーク・ライフ・バランス推進の
ために、企業等はどんな取り組みを行
うことが重要だと思いますか。
（当てはまるものをいくつでも）

210

211

211

６．ワーク・ライフ・バランスが実現
することによって、社会にとってどの
ようなメリットがあると思いますか。
（当てはまるものをいくつでも）


